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一
　
丁
谓（九六六︱一〇三七）
、字は謂之（後に公言）
、蘇州長洲の人で
ある。宋の真宗の大中祥符五年から九年（一〇一二︱一〇一六）まで参知政事、天禧三年から乾興元年（一〇一九︱ 二 ）まで、参知政事、枢密使 同中書門下平章事をつとめ、計七年間宰相の任にあった。　
宰
相
と
な
る
前
の
至
道
元
年（
九
九
五
）、
丁
謂
は
三
十
歳
に
し
て
福
建
轉
運
使に任ぜられ、現地に赴任した。
『宋史』本傳には、
﹁淳化三年、進士
甲科に登る…年を踰へて、直史館、太子中允を以て福建路採訪為り。還りて、茶鹽の利害 上げ、遂ひに轉運使と為り、三司戶部判官に除せらる﹂とあり、財政官としての能力を買われて当地へ赴いたことがわかろう。
その福建轉運使在任中の彼の功績の一つは、
後に蘇軾によっ
て﹁前丁（謂）後蔡（襄）相籠加﹂と批判される、建安の北苑茶の献上をはじめたことであった。 〈研究ノート〉　
丁
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品茶は宋代の文人文化の中でも重要なもののひとつである。当
時士
大
夫
の
茶
の
愛
好
は
朝
廷
へ
の
茶
の
献
上
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
高
ま
っ
て
いった。丁謂の頃、宮廷で好まれたのが建州の北苑茶であった。建州の北苑茶は、唐末から献上品として有名であったが、その最も精緻なものが﹁龍鳳団茶﹂と呼ばれるもので、太平興国二年（九七七）から献
上
さ
れ
て
い
た。
丁
謂
の
後
も、
北
苑
茶
の
献
上
は
蔡
襄（
一
〇
一
二
︱
一〇六七）らに受け継がれ、徽宗の時代に最盛期を迎えた。
世に言ふ團茶は丁晉公より始まると。此の前には未だ有らざるなり。慶曆中、蔡君謀福建昭漕使と為り、更に小團を製し、以て歲貢に克す。
（葛立方『韻語陽秋』卷五）
北苑の茶焙は建寧吉苑裡鳳凰山の麓に在り。咸平中、丁謂本路の漕為りて、御茶を監造し 歲に龍鳳團を進む。慶歷の間 蔡襄漕使と為り、始めて小龍團を改造し、茶尤も精妙を極む。
（『北苑雜
述』
）
丁晉公福建轉運使為りて、始めて制 て鳳團を為し、後に又た龍
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團を為す。貢ぐに四十餅を過ぎず、專ら上供に擬
はか
る。天聖中、又
小團を為る、其品迥かに大團に加ふ。
（『畫墁錄』
）
　
以上の資料には、すべて北苑の団茶は丁謂が創設し、蔡襄が継承し
てさらに精緻なものを製造したとあるが、次の『宣和北苑貢茶録』の記述は少しく異なっている。
盖し龍鳳等の茶は、皆太宗朝に制る所なり。咸平の初めに至りて丁晉公閩に漕し始めて之を茶録に載す。人多く龍鳳團は晉公より起こると言ふ。故張氏畫墁録に云、晉公閩に漕して始めて龍鳳團を為ると。此の説は傳聞より得たり。其れ實に非ざるなり。
（『宣
和北苑貢茶録』
）
　
また『鶴林玉露』
（甲編巻三）には、
陸羽の茶經、裴汶の茶述、皆建品を載せず。唐末、然る後 北苑より出づるなり。本朝開寶の間、始めて命じて龍 造り 以て庶品と別つ。厥の後丁晉公閩に漕して、乃はち之を茶錄に載す。蔡忠惠又た小龍團を造 て以て進む。
　
このように、北苑貢茶の歴史に関する専門書
である『宣和北苑貢茶
録』と『鶴林玉露』には、
龍團は丁謂が創設したものでは無いとある。
ま
た
丁
謂
の
製
造
し
た
大
龍
団
茶
は
蔡
襄
が
製
造
し
た
小
龍
団
茶
よ
り
品
質
は
劣っていた。そして年々茶を献上するようになったのも蔡襄の小龍団茶から正式に始まり、その後宮中の人々に愛好されたということがわかろう。そういっ 事実にも関わらず、丁謂がはじめたこ と誤解を招いたのは、丁謂が北苑貢茶を『茶録』に紹介し、名を広め功績が大きく、人々の印象に残ったのであろう。　
仁宗の慶暦年間、
蔡襄は皇帝の下問に答えて『茶録』二巻を著した。
その序に、
昔陸羽の茶經、建安の品を第せず。丁謂の茶圖、獨り采造の本を論ずれども、烹試に至りては、曾って未だ聞く有らず。臣輒ち條數事、簡にして易明たり、勒して二篇と成し、名づけて茶録と曰ふ。
　
とあることから、蔡襄は丁謂が北苑茶の名を広めたことへの功績を
十分に評価し、
その基礎の上に自らは『茶録』を著した
ことがわかる。
丁謂の『茶図』は現在散逸しているが、
『郡斎読書志』には、
﹁丁謂『茶
録』三巻﹂
、『宋史・芸文志』に﹁丁謂『北苑茶録』三巻﹂との記載が
あり、蔡襄のいう『茶図』は或いはこの『茶録』の一部ではないかと考えられる。今、各書に散見する丁謂『茶録』の逸文はわずか数条である。
丁晉公『茶録』に載す、泉南の老僧清錫、年八十四、嘗て示すに得る所の李國主の書を以てす。研膏茶を寄せ 兩
嵗を隔て方に臘
面を と。
（熊蕃『宣和北苑貢茶録』注）
丁謂亦云ふ﹁鳳山高さ百丈ならず、危峰絕崦無く、而して崗阜環抱し、氣勢柔秀たり 宜しく嘉植靈卉の發する所なり也。又建安の茶品以て天下に甲 、
疑らくは山川至靈の卉、
天地始和の氣、
此茶に盡くるなり﹂と。又
論
ず、
﹁
石
乳
は
壑
嶺
斷
崖
缺
石
の
間
よ
り
出
づ。
蓋
し
草
木
の
仙
骨
な
り。
﹂
丁謂の記、建溪 事を錄して詳しく備はる。品載に至りては止だ﹁北苑壑源の嶺及び官私の諸焙千三百三十六を総記するのみ。
﹂と
云ふ。
（朱子安『東溪試茶錄』
﹁序﹂
）
﹁
丁
氏
舊
錄
﹂
云
ふ、
官
私
之
焙
千
三
百
三
十
有
六、
而
し
て
獨
り
官
焙
三十二を記す、東山の之焙十有四；北苑龍焙一、乳橘內焙二、乳
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橘外焙三、重院四、壑嶺五、渭源六、範源七、蘇口八、東宮九、石坑十、建溪十一、香口十二、火梨十三 開山十四。南溪の焙十有二；下瞿一、蒙洲東二、汾東三 南溪四、斯源五、小香六、際會七、謝坑八、沙龍九 南鄉十 中瞿十一、黃熟十二。西溪の焙四；慈善西一、慈善東二、慈惠三 船坑四。北山の焙二、慈善東一、豐樂二（
『東溪試茶錄』
﹁總敘焙名﹂
）
　『東溪試茶錄』については、
『四庫提要』に﹁其の書蓋し丁謂蔡襄兩
家の茶錄の遺す所を補ふ。東溪と曰ふ者は、
亦た建安の地名なり也。
﹂
とあることから『東溪試茶錄』の記載に丁謂、蔡襄の記載が参考にされていることがわかろう。また晁公武
『郡齋讀書志』
（巻十二）
は
﹁謂、
咸平中閩漕と為り、州吏を監督す。規模を創造して精致嚴謹たり、其園
焙
の
數
を
錄
し、
器
具
を
圖
繪
し
采
制
入
貢
法
式
を
敘
ぶ。
﹂
と、
丁
謂
の
書
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
る。
『
東
溪
試
茶
錄
』
は
主
と
し
て
茶
園
の
数
とそ 特徴（
﹁總敘焙名﹂
﹁北苑﹂
﹁壑源﹂
﹁沙溪﹂
）を示し、
さらに﹁茶
名﹂
、﹁採茶﹂
、﹁茶病﹂について述べている。現存の蔡襄の『茶録』は
﹁烹茶﹂
（茶の入れ方）
、﹁試茶﹂
（味わい方）を主な内容とし、
『東溪試
茶錄』のような茶園や﹁茶名﹂
、﹁採茶﹂に関する記述がほとんど無い
こ
と
か
ら、
『
東
溪
試
茶
錄
』
の
こ
の
部
分
は
丁
謂
の『
茶
録
』
の
記
載
を
取
り
入れていることが想像されよう。
三
　『苕溪漁隱叢話』
（後集巻十一）には、丁謂の『北苑焙新茶詩』とい
う作品が見え、丁謂のこの方面に関する豊富な知識の一端をうかがうことができる。その詩序にいう、
天下の茶を產する者は、七十郡將て半
わ
かれ、每歲貢に入る、皆社
前火前を以て名を為すも、悉く其實無し。惟だ建州茶を出だすに焙有り。焙に三十六有り。三十六中、惟だ北苑發すること早くして味は尤も佳し。社前十五日に即ち其の芽を采り、日に數千工、聚まりて之を造り、社に逼りて即ち入貢す。工甚 大にして、造甚だ精し、皆撰す
る所の『建陽茶錄』に載る。仍はち詩を作りて
以て其事を大いにす。
　
序
に
お
い
て、
丁
謂
は
献
上
さ
れ
る
茶
は﹁
社
前（
春
社
以
前
）、
火
前（
寒
食
以
前
）﹂
の
名
を
冠
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず、
ほ
と
ん
ど
が
実
態
を
伴
っ
て
いないこと、北苑貢茶だけがほんとうに﹁火前﹂に摘んだ茶であること
を
述
べ
る。
そ
の
製
造
過
程
に
つ
い
て
は、
﹁
皆
撰
す
る
所
の『
建
陽
茶
錄
』
に載す﹂とあるので この書は恐らく北苑茶の製造過程について詳述したものであろう。北苑貢茶 製造技術はその後発展し、徽宗の頃にその頂点を迎えた。そのことは、
先に挙げた熊蕃の
『宣和北苑貢茶録』
、
姚寬『西渓叢語』
、
趙汝礪『北苑別録』等に詳細な記述がみえるほか、
徽宗自らも『大観茶論』二十編を書いている。これらの北苑貢茶に関する専門書等を参考に、以下丁謂の詩の分析を試みたい。
１北苑龍茶者
　
北苑龍茶なる者
２甘鮮的是珍
　
鮮なること的に是れ珍なり
３四方惟數此
　
四方に惟だ此を數ふ のみ
４萬物更無新
　
萬物
更に新しき無し
５才吐微茫綠
　
才かに微茫の綠を吐き、
６初沾少許春
　
初めて少許の春を沾らす
７散尋縈樹遍
　
散じて尋ね
　
樹を縈ること遍し
８急采上山頻
　
急いで采り
　
山に上ること頻りなり
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９宿葉寒猶在
　
宿葉に寒
　
猶ほ在り
10芳芽冷未伸
　
芳芽冷たくして未だ伸びず
11茅茨溪口焙
　
茅茨溪口の焙
12籃籠雨中民、籃籠雨中の民13長疾勾萌並
　
長へに疾む勾萌の並ぶを
14開齊分兩均
　
開齊して分兩均しくす
15帶煙蒸雀舌
　
煙を帶びて雀舌を蒸
16和露疊龍麟
　
露を和へて龍麟を疊む
17作貢勝諸道
　
貢を作すこと諸道に勝り
18先嘗祇一人
　
先ず嘗むは祇だ一人
19緘封瞻闕下
　
緘封して闕下を瞻
20郵傳渡江濱
　
郵傳して江濱を渡る
21特旨留丹禁
　
特旨
　
丹禁に留め
22殊恩賜近臣
　
殊恩
　
近臣に賜ふ
23啜為靈藥助
　
啜って靈藥の助と為り
24用與上罇親
　
用ひて上罇と親む
25頭進英華盡
　
頭進
　
英華盡き
26初烹氣味醇
　
初烹
　
氣味醇なり
27細香勝卻麝
　
細香
　
麝に勝り
28淺色過於筠
　
淺色
　
筠於りを過ぐ
29顧渚慚投木
　
顧渚木を投げるを慚じ
30宜都愧積薪
　
宜都薪を積むを愧ず
31年年號供御
　
年年供御を號し
32天產壯甌閩
　
天產甌閩に
壯んなり
　
第
一
～
四
句
で
は、
北
苑
貢
茶
の
味
わ
い
を
述
べ
る。
﹁
甘
鮮
的
是
珍
﹂
に
つ
い
て
は、
蔡
襄
の『
茶
録
』﹁
味
﹂
に﹁
茶
味
は
甘
滑
を
主
と
し、
惟
だ
北
苑
鳳
皇山連屬の諸焙の產する所の者味佳なり。
﹂とある。
　
第五～十句では、茶の収穫の状況を述べる。茶の柔らかい芽が吹く
と、人に春の訪れを感じさせる。こ 芽を摘むために、農民は明け方から忙しく茶の新芽を摘む作業を開始する。葉には早春の朝晩の寒気がのこり、新芽も未だ伸びきっていない
『大観茶論』
﹁天時﹂には、
﹁
茶
工
は
驚
蟄
に
作
る。
尤
も
天
の
時
を
得
る
を
以
て
急
と
為
す。
輕
寒
に、
英
華漸やく長じ、條達にして迫まらず、茶工從容として力を致す。故に其
色
味
兩
つ
な
が
ら
全
き
な
り。
﹂
と
い
い、
又
同
書
の﹁
采
擇
﹂
に
は﹁
茶
を
擷
る
は
黎
明
を
以
て
し、
日
を
見
れ
ば
則
は
ち
止
む。
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら、
極
上の茶芽を摘むことができる時間は非常に限 れていることがわかろう。
丁謂の詩ではそのごくわずかの時間を切り取っている。
﹁微茫
綠﹂
、
﹁
少
許
春
﹂、﹁
寒
猶
在
﹂、﹁
冷
未
伸
﹂
な
ど
の
表
現
か
ら
は、
丁
謂
の
細
か
い
観
察眼がみてとれよう。　
第十一～十六句は茶の製造について述べる。葉を摘んだ後、茶葉を
背負った農民は河畔の茅屋で茶を炒る。茶の製造過程で注意すべきは柔らかい茶の芽が互いにくっついてしまうことな で、茶葉を均等に分
散
さ
せ
る
よ
う
に
す
る。
﹁
雀
舌
﹂、﹁
龍
麟
﹂
は
い
ず
れ
も
こ
の
茶
が
最
高
級
のものであることを言おう。
『宣和北苑貢茶録』に、
﹁凡そ茶芽數品、
最上は﹁小芽﹂と日ふ。雀舌、鷹爪の如し。其れ勁直にして纖銳なるを以ての故に芽茶と號す…芽茶は早春にして極めて少し。
﹂
　
第十七句～二二句は献上について述べる。製造された茶は真っ先に
都に運ばれて皇帝の試飲に供される
そして極少数の近臣に下賜され、
珍重されて時には士大夫達の高級な贈り物となった。丁謂 ﹁詩 以て宣賜進奉紅綃封龍字茶を送り璉禪師に與ふ﹂
（仲温曉瑩
『羅湖野錄』
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卷三）という作品にも﹁密緘す龍焙火前の春、
翠字紅綃熨眼新たなり。
品
味
の
至
高
誰
か
合
に
得
る
べ
し、
雙
林
樹
下
上
乘
の
人。
﹂
と、
そ
の
贈
答
の
様子が詠じられて る。　
第二三～二八句は茶の味を詠じる。
茶には仙薬のような効能があり、
極上の酒にも匹敵する。味はまじりけがなく、香は麝香にも勝り、淡い緑の色合いは若竹より清新であ という。最後の四句では、北苑茶と
各
地
の
銘
茶
を
比
較
す
る。
﹁
顧
渚
﹂、﹁
宜
都
﹂
は
い
ず
れ
も
著
名
な
茶
の
産
地である。顧渚の紫笋茶、宜都の陽羨茶 唐代からすでに名を知られていたが、後発の北苑茶に 及ばないというのである。ここで丁謂は自らが製造した北苑が献上 の産地としてますます栄え であろうと結んでいる。　
丁謂のこの作品には、茶の製造過程やその作業を行う農民への細か
い観察が読み込まれている。同じ頃作られたと思われ ﹁泉州刺桐﹂と
い
う
作
品
に
も、
﹁
聞
く
を
得
た
り
鄉
人
の
刺
桐
を
說
く
を、
葉
に
先
ん
じ
て
花
發
け
ば
始
め
て
年
豐。
﹂
と
あ
り、
丁
謂
が
地
元
の
産
業
を
よ
く
学
び、
豊
富
な知識を有していたことが窺わ る。この茶詩も実際の に対する知識を詠みこんで、リアリティーのある作品 なっている。
四
　
丁謂は晩年に海南島に流されたが、海南島で百種余りにのぼる詠物
詩
を
残
し
て
い
る。
そ
の
一
つ
で
あ
る、
﹁
茶
﹂
を
詠
じ
た
一
首
に
も、
か
つ
て
自らが製造し広めた北苑貢茶への誇りを表している。
１真上堪修貢
　
真上修貢に堪へ
２甘泉代飲醇
　
甘泉飲醇に代はる
３劉琨求愈疾
　
劉琨疾の愈へるを求め
４陸納用延賓
　
陸納用ひて賓を延く
５顧渚傳芳久
　
顧渚傳芳久し、
６
㴩湖擅價新
　
㴩湖擅價を新しくす
７唐賢經譜內
　
唐賢の經譜の內
８未識建溪春
　
未だ識らず建溪 春
　
第三、
四句の劉琨、
陸納は共に晋 人物である。第五、
六句の
﹁顧渚﹂
﹁
㴩
湖
﹂
は
ど
ち
ら
も
茶
の
名
産
地
で﹁
顧
渚
﹂
は
浙
江
長
興
県
に
あ
り
紫
笋
茶
で知られ、
﹁
㴩湖﹂は湖南岳陽にある。
﹁唐賢經譜內﹂は唐代の茶書と
して代表的な陸羽の『茶経』を指そう。
『茶経』
﹁八之出﹂には茶の名
産地が記されるが 建安北苑茶の名は見当たらない。それゆえ丁謂は自分こそ この茶を見出して天下に紹介したという自負を持っていたのであろう。　
塩と茶とは、北宋朝の主要な財源の一つであった。彼が福建轉運使
の時代に茶の献上に力を入れていたことは、
その
『新茶を進むるの表』
（『古今合璧事類備要』外集卷四二）にも、
右件の物、產は金沙と異り、名は紫笋に非らず。江邊の地暖かくして、方に彼に茁ずるの形を呈す。闕下春寒くして、已に其甘の味を發す。少を以て貴として為す者有らん、焉ぞ敢へ 韞して諸を藏せんや？新茶と謂ふは、蓋し舊例に遵ふ。
　
とあることからも明らかである。そして 皇帝専用の御茶を造り龍
鳳団茶を献上して皇帝の寵愛を得たことが、民力を損なう行為として後世の批判 浴びることになった。　
蘇軾はそ
の詩﹁荔枝嘆﹂で﹁君見ずや武夷の溪邊粟粒の芽、前丁後
蔡相ひ籠を加ふ。新 爭ひ寵を買ひ各おの意を出し、今年の鬥品官茶に
充
つ。
﹂
と
述
べ、
そ
の
注
に﹁
大
小
の
龍
茶、
于
晉
公
よ
り
始
ま
り、
而
し
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て蔡君謨に成る。歐陽永叔、君謨の小龍團を進むを聞きて、驚嘆して曰く、
君謨は士人なり也、
何ぞ此の事を作すに至らんやと。
﹂とある。
また先の晁公武の『郡斎読書志』巻十二にも﹁盧仝に陽羨の貢茶を譏りて『安ぞ知らん百萬億の蒼生、墜ちて顛崖 在りて辛苦を受く』の句
有
り、
余（
丁
）
謂
に
於
て
亦
た
云
ふ。
﹂
ま
た、
丁
謂
と
蔡
襄
を
同
列
に
論
じ
る
べ
き
で
な
い
と
し
て、
﹁
蔡
公
の
意
は
君
を
敬
ふ
を
主
と
し、
丁
謂
の
意
は
上に媚びるを主とす、一概に論ず可からざるなり也。
﹂（『興化志』
）と
述べる資料もある。このように批判はあるが、丁謂と蔡襄が形成したこの北苑貢茶は宋代の茶文化の中心として、後世にも大きな影響を与え、中国の茶文化の発展 促し 功績はやはり大きいであろう。
五
　
蔡襄の『茶録』は、丁謂の『建陽茶録』は﹁獨り採造の本を論じ、
烹試に至りては、曾て未だ聞くこと有らず﹂ 述べるが 次の丁謂﹁煎茶﹂という作品には、
茶の入れ方や飲み方につい
ての言及があり、
丁謂がこの方面にも関心を持っていたことが窺われる。
１開緘試雨前
　
緘を開く試雨の前
２須汲遠山泉
　
須らく汲むべし遠山の泉
３自繞風爐立
　
自ら風爐を繞って立ち
４誰聽石碾眠
　
誰か石碾を聽ひて眠る
５輕微緣入麝
　
輕微
　
緣に麝を入れ
６猛沸卻如蟬
　
猛しく沸くこと卻って蟬の如し
７羅細烹還好
　
羅細かくして烹るに還た好く
８鐺新味更全
　
鐺新しくして味更に全し
９花隨僧箸破
　
花は僧箸に隨ひ 破れ
10雲逐客甌圓
　
雲は客甌の逐って圓し
11痛惜藏書篋
　
痛惜して書篋に藏し
12堅留待雪天
　
堅く留めて雪天を待つ
13睡醒思滿啜
　
睡りより醒 滿啜 思ひ
14吟困憶重煎
　
吟に困んで重ねて煎るを憶ふ
15祇此消塵慮
　
祇だ此れ塵慮を消す
16何須作酒仙
　
何ぞ須らく酒仙と作らん
　
この詩からは、丁謂が一杯の茶に様々なこだわりを持っていたこと
が
わ
か
る。
﹁
雨
前
﹂
は
穀
雨
の
前
の
摘
ま
れ
た
緑
茶
で
あ
る。
茶
を
煮
る
の
に
用いる水は﹁遠山泉﹂とある。これ
は唐代の茶人としても著名な陸亀
蒙
の
詩
に
も﹁
菊
は
荒
砌
の
露
を
承
け、
茶
は
遠
山
の
泉
を
待
つ。
﹂
と
言
う。
また陸羽の『茶経』
﹁五之煮﹂にも、
﹁其水、山水を用ひるを上、江水
は中、井の水は下とす。其れ 水は乳泉石地の慢く流れる者を揀らぶを上と。
﹂とその水へのこだわりが述べられている。
﹁風爐﹂は陸羽の
『
茶
経
』﹁
四
之
器
﹂
に﹁
銅
鐵
を
以
て
之
を
鑄、
古
え
の
鼎
の
如
し。
﹂
と
あ
る
よ
う
に、
銅
製
の
コ
ン
ロ、
﹁
石
碾
﹂
は
茶
葉
を
擦
る
道
具
で、
梅
堯
臣
の
詩
に
も﹁石碾微綠 破り、山泉寒洞に貯ふ。
﹂（﹁宋著作寄鳳茶﹂
）とある。
　
第五句﹁輕微緣入麝﹂については、蔡襄『茶録』
﹁香﹂に、
﹁茶に真
香有り。而して貢に入る者は微かな龍腦を以て膏に和し、其の香を助け
ん
と
欲
す。
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら、
香
付
け
に
麝
香
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る。
第六句の
﹁猛沸卻如蟬﹂
は湯が沸騰する様で、
陸羽の
『茶経』
﹁五之煮﹂
に﹁其の沸くこと、魚目の如く、微かに聲有るを、一沸 為す。緣邊に湧泉連珠
の如きは、
二沸と為す。波騰がり浪鼓すは、
三沸と為す。
﹂
とあるが、丁謂 詩﹁如蟬﹂はそ 音を表現しているのではなかろうか。
﹁
羅
﹂
は
茶
を
濾
す
道
具（
蔡
襄『
茶
録
』﹁
茶
羅
﹂）、﹁
鐺
﹂
は
茶
を
炒
る
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も
の
で
あ
る。
明
の
時
代
に
下
っ
て
著
さ
れ
た
許
次
紓
の『
茶
疏
』﹁
炒
茶
﹂
に
は﹁生茶の初めて摘むは、香氣未だ透らず、必ず火力を借りて以て其香を發すべし。然れども性勞に耐へず、
炒ること宜しく久しからず。
﹂
とある。　
第九句
﹁花隨僧箸破﹂
の
﹁花﹂
は陸羽の
『茶経』
﹁五之煮﹂
に
﹁沫餑、
湯の華なり。華の薄き者は沫と曰ひ、厚き者は餑と曰ふ、輕細なる者は花と曰ふ。花は、棗花漂漂然として環池の上の如し。
﹂とある。
﹁僧
箸﹂ 陸羽 『茶経』
﹁四之器﹂にいう﹁竹夾﹂を指そう。
﹁筴以て湯
心を環激す﹂
（同書﹁五之煮﹂
）とあり、かき回す道具である。ここで
﹁
僧
箸
﹂
と
い
う
の
は、
こ
の
道
具
が
俗
塵
に
染
ま
ら
ぬ
清
ら
か
な
も
の
で
あ
る
ことをいおう。第十句の﹁雲逐客甌圓﹂の﹁雲﹂は茶の湯煙を指し、﹁甌﹂
は茶碗である。陸羽の
『茶経』
﹁四之器﹂
でも、
﹁碗は越州上なり。
﹂
とある。以上の十句を費やして、丁謂は茶の立て方を詠じているが、水から茶碗に到るまで、後
世の茶書に描写されるような茶へのこだわ
りが詩の随所に見てとれるのである。　
第十一、
十二句では、
この茶がいかに貴重なものであるかを述べる。
﹁
藏
書
篋
﹂
は
書
箱
で、
茶
を
書
物
と
同
様
に
書
斎
に
蔵
し
て
い
る
こ
と
は、
文
人として無くてはならないものであることを示そう。第十二句の﹁待雪
天
﹂
は、
明
の
田
芸
蘅
の『
煮
泉
小
品
』
に
も、
﹁
雪
な
る
者、
天
地
の
寒
を
積
む
な
り。
『
汜
勝
書
』
に﹁
雪
は
五
谷
の
精
と
為
す。
﹂『
拾
遺
記
』
に﹁
穆
王
東
し
て
大
㬠
の
谷
に
至
り、
西
王
母
來
り
て
賺
州
の
甜
雪
を
進
む。
﹂
是
れ
靈
雪
なり。陶谷雪を取りて團茶を烹る。而して丁謂の煎茶詩に﹁痛惜書篋に藏し、
堅く留めて雪天を待つ。
﹂李虛已の『建茶を學士に呈す』
に﹁
試
め
す
に
梁
苑
の
雪
を
將
て
し、
煎
て
建
溪
の
春
を
動
か
す。
﹂
と。
是
れ
雪
尤
も
茶
を
飲
む
に
宜
し
き
な
り。
﹂
な
ど
と
あ
り、
雪
か
ら
と
っ
た
水
が
最
も
茶を煮るにふさわしいことを述べる。末四句では茶を飲みたいと思うときに、
眠りから醒めたとき、
詩を吟じるのに疲れたときなどをあげ、
茶の功用は俗念を払うことであり、これがあれば酒は不要だと結んでいる。　
丁謂の『建陽茶録』は丁謂が茶の製造に精通していたことを示す著
書であり、この﹁煎茶﹂の詩は茶をたてて飲む面でも丁謂がこだわりを持っていたことを示す作品といえよう。彼が世に紹介した建州の茶は、その後宋代茶文化 中心となり、多くの茶書 丁謂 茶文化の先駆者として認め、彼の詩文 引用した である。　　
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